
安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の
人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明
しています。

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容
を示しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的
損害のみの発生が想定される」内容を示しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

注意

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

禁止

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

必ず行う
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仕 様

●本機の仕様および外観は予告なく変更することがあり
ます。また、この説明書の中のイラストと実物が、
一部異なる場合があります。

メ モ

使用電源 DC 3 V 
(リチウム電池 (CR2032) 1個使用)

寸 法 35 (W) ×65 (H) ×22 (D) mm
重 量 50 g (ホルダー、電池含む)

一 般

リチウム電池

(CR2032) 1
ホルダー 1式
ベルト 1

六角穴付きネジ 2
六角レンチ 1
取扱説明書 1

付属品

車への取り付けは、必ずこの取扱説明書に従って正しく行ってください。指定以外の取り付け方法や指定以
外の部品を使用すると、事故やケガの原因となる場合があります。この場合は、当社では一切の責任を負い
かねます。

販売店様へ
取り付け作業が完了しましたら、この取扱説明書はお客様へお渡しください。



注意
[取り付け]

注意

取り付けは、販売店に依頼する
取り付けには、専門技術と経験が必要で
す。安全のため、お買い上げの販売店に
依頼してください。

[使用方法]

注意

適正な音量で使用する
運転中の音量は、車外の音が聞こえる程
度でご使用ください。車外の音が聞こえ
ない状態で運転すると、事故の原因とな
ることがあります。

注意

指定のリチウム電池を使用する
指定のリチウム電池 (CR2032) 以外は、
使用しないでください。電池の破裂、液
もれにより、火災やケガの原因となるこ
とがあります。

安全上のご注意

警告
[取り付け]

禁止

安全装置や運転の妨げになる場所へは取り付けない
エアーバックなど安全装置の妨げになる
場所やステアリング・シフトレバーなど
の運転操作に支障をきたす場所には、取
り付けないでください。交通事故やケガ
の原因となります。

[使用方法]

注意

前方不注意とならないように操作する
自動車の運転中に本機の操作をするとき
は、前方不注意とならないように操作し
てください。またハンドルの回転操作中
に、本機の操作をしないでください。交
通事故の原因となります。

注意

ボタン電池は幼児の手の届かないところに保管する
事故防止のため、ボタン電池は幼児の手
の届かない所に保管してください。万一、
お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医
師と相談してください。

[異常時の処置]

禁止

異常のまま使用しない
万一、煙が出る・変なにおいがする・内
部に異物が入った・水がかかったなど異
常が起こりましたら、ただちに使用を中
止し、必ずお買い上げの販売店にご相談
ください。そのままご使用になると事
故・火災の原因となります。

必ず行う

必ず付属の部品を指定通りに使用する
必ず付属の部品を指定通りに使用してく
ださい。指定以外の部品を使用すると、
機器内部の部品をいためたり、しっかり
と固定できずに外れたりして危険です。

必ず行う

正しく取り付ける
この取扱説明書で指定された通りに正し
く取り付けを行わないと、事故などの原
因になることがあります。

禁止

水がかかる所に取り付けない
ドア近くなど雨水がかかりやすい所への
取り付けは、避けてください。水が混入
しますと発煙や発火の原因となることが
あります。

注意

本機を放置しない
本機を放置しないでください。停車した
ときやカーブを曲がるときに、本機が足
元に転がり、ブレーキペダルなどの下に
入り込むと運転の妨げとなり交通事故の
原因となることがあります。本機はハン
ドルに固定してご使用ください。

注意

電池の極性に注意する
電池をリモコン内に入れるときに、極性
(+ ≠) に注意し、表示通りに入れてく
ださい。間違えますと電池の破裂、液も
れにより、ケガや周囲を汚染する原因と
なることがあります。

分解禁止

分解や改造はしない
本機を分解したり、改造しないでくださ
い。故障の原因となります。



切り換えスイッチについて

メインユニットにハイダウェイDSP以外のDSP
（「DEQ-700」や「KDS-P505」など）を接続した場
合は、裏ブタを開けた中にある切り換えスイッチを、
ペン先などで「DSP」側に切り換えてください。スイ
ッチを切り換えないと、本機でカーステレオを正しく
操作できません。

●スイッチを切り換えると、本機の＋/ーボタンと
ATTボタンはDSPに働き、メインユニットには働
かなくなります。(メインユニットの音量調節はメ
インユニット本体のボタンで操作してください。)

DSP
MAIN UNIT

電池を入れる

裏ブタを開けて、リチウム電池 (CR2032) を+側
を上にしてセットします。

電池を取り出すときは

準 備

●メインユニットのリモコン受光部に直射日光
が当っていると、本機の操作ができないとき
があります。

●付属の電池は充電できません。

●本機を長い間使わないときは、電池を取り出
してください。取り出した電池は幼児の手の
届かない所に保管してください。

●電池の液もれが起こったときは、内部につい
た液をよくふき取ってから、新しい電池を入
れてください。

取り扱い上のご注意

裏

ソース

b SRC (SOURCE)ボタン

n 5 /  ∞ ボタン

オーディオ

m A (AUDIO)ボタン

, ＋/－ボタン

表

アッテネーター

z ATTボタン

バンド

x BAND (23)ボタン

c 2 /  3 ボタン

ファンクション

v F (FUNCTION)ボタン

各ボタンのなまえ
各ボタンは、カーステレオの本体またはメインコントローラーの、同じなまえのボタンと、同じ働
きをします。

●使用するカーステレオによっては、本機のボタンと同
じなまえのボタンがない場合があります。

●本機はリモコンおよびメインコントローラーに対応し
ていないカーステレオには使用できません。
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取り付けかた

●本機は、エアーバックなどの車の安全装置が働
いたときに、その動作の妨げになる場所には絶
対に取り付けないでください。

●本機は、付属のベルトでしっかりとハンドルに
固定してください。しっかり固定しないと、運
転操作のジャマになり、交通事故の原因となり
ます。

●本機は、車のメーター類の、視認の妨げになる
場所には取り付けないでください。

●本機を取り付ける位置によっては、本機の信号
がカーステレオにとどかない場合があります。
また、操作方法によっては、本機を手でおおっ
てしまい、信号がさえぎられる場合があります。
取り付ける前に、実際の運転姿勢をとって本機
を操作して、カーステレオが動作する位置に取
り付けてください。

●本機は、ハンドルの外側に取り付けないでくだ
さい。運転操作のジャマになり、交通事故の原
因となります。本機は必ずハンドルの内側に取
り付けてください。

取り付け上のご注意

A インナーホルダー
×１

B アウターホルダー
×１

C ベルト×１ D 六角穴付きネジ
(3×6 mm) ×２

取り付け部品

右ハンドル車への取り付け
左ハンドル車に取り付ける場合は左右逆に取り付けてください。

2

ベルトの余りは、ホルダーの中心
の位置で切り取ります。
切り取ったベルトの余りは、予備
として保管しておいてください。

*1：リモコンを取り外すときは、ここをハン
ドル側に確実にずらした状態で、リモ
コンを手前にスライドさせます。

A

C

B

D

*1

付属の六角レンチ

インナーホルダーAは、上図の
ように、矢印の付いている面を手
前にして取り付けてください。


